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T E N S H I  C O L L E G E

　昨年4月に学長職を拝命して、はや1年になります。これまで、天使大学が社会に貢献する看護職および管理栄養士の専門職業
人育成を掲げる大学教育機関として、今後どうあるべきかを見据えながら現状について見直しを行って参りました。まだ十分な検討
に至っておりませんが、今年度も引き続き検討し、新しい課題に向かって教職員一同力を合わせて努力して参りたいと思います。大
学の主役は学生であり、彼らが現代および将来、社会で活躍できる人間としての成長と職業人としての能力を培うために大学環境
を整えなければなりません。そのためにも、社会や大学を取り巻く国内外の情勢を的確に把握し、学生のニーズと専門職に期待され
ている社会のニーズに沿った大学教育でありたいと考えます。
　本学の教育環境の根底には、いつも創設者であるシスター達の「弱い立場や病める人達への献身的な愛の精神」があります。そ
のことを意識し、その深奥を探求しつつ継承していきたいと思います。2011年3月11日の世界最大級の東日本大震災の悲惨な状
況は今も続いております。この痛ましい出来事を通して、自分の命は自分だけのものではないことを実感せずにはいられません。そし
て、命に直結する職業人を育成する本学の使命は、シスター達のゆるぎない大きな愛の精神を礎に知識と技術の修得を目指すもの
でありたいと考えております。
　新年度は、昨年度に引き続き本学の特色を生かした教育課程の内容と将来の方向性を明確にし、実践可能な課題から取り組
んでいきます。例えば、学部共通プログラムの検討や栄養学科学生と看護学科学生の合同による、健康や病気に対する食事レシピ
集等、学生主体の事業を積極的に取り入れたいと考えております。教育にとって最も大切なことは、学生一人ひとりの能力をどこま
で、どのように引き出せるかです。学生の限りない可能性の芽をつぶすことなく、将来、大きな木に成長できるように育てる教育環境
でありたいと考えます。そして、そのためにも、教職員全員は各々が成長し続けようとする気持ちを持ち続けることを忘れてはならない
と思っております。
　2011年度は昨年度継続の課題およびさらなる現状分析を基に、学生の学習環境の整備、学生の経済的支援の在り方、各委員
会機能の活発化、組織の透明性や積極的な情報公開等を中
心に、学生、後援会、同窓会、そして大学関係者の皆様方のご
意見を頂きながら内外両面から検討して参りたいと考えており
ます。
　2011年3月15日の卒業証書・学位記授与式当日、学生会
「葦の会」（代表：菊地翔平（看護学科3年））は、東日本大震災
への募金活動を行い、ご出席くださいましたご家族の方々から
多くのご協力を頂きました。そして、この活動は4月4日の入学式
当日（新代表：古谷開都（栄養学科2年））も行われました。この
ように学生達が自ら「出来ることから行動する」力によって、社会
に、他者のために役立つことを支える教育環境づくりに取り組
んでいきたいと考えております。

「創設者の精神の継承と大学教育の充実に向けて」　　

天 使 大 学　　学 長   丸 山 知 子

学長メッセージ
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天使大学
看護栄養学部／看護学科・栄養学科
大学院／看護栄養学研究科
　　　　助産研究科（専門職学位課程） http://www.tenshi.ac.jp

2011年度 天使大学・大学院入学試験結果

今後の行事等の日程（5月から9月）

主催：天使大学、北海道薬科大学
後援：札幌市教育委員会、財団法人北海道生涯学習協会
※2011年度より北海道薬科大学と連携して公開講座を行います。詳細情報に
ついては、天使大学ホームページにてご確認ください（後日、掲載予定です）。

2011年度公開講座のお知らせ

17日（火） 合唱コンクール

17日（金）・18日（土）  　天使祭
18日（土） 第1回オープンキャンパス

  1日（月） 第2回オープンキャンパス（看護学科）
  2日（火） 第2回オープンキャンパス（栄養学科）

第12回天使大学・北海道薬科大学連携公開講座（全5回）

テーマ：「いのちみつめて
　　　―暮らしを良くするヒント―」
日程
（予定）

5月

6月

8月

看護栄養学部
◆看護学科
試験種別

指定校推薦

公募制推薦

社会人

一　般

センター利用

総　計

定員（名）志願者数 受験者数 合格者数 

40

37

10

87

7

41

29

354

117

548

(7)

(71)

(30)

(362)

(191)

(661)

7

41

29

350

117

544

(7)

(70)

(30)

(359)

(191)

(657)

7

33

9

61

27

137

(7)

(34)

(6)

(60)

(23)

（130)

入学者数

7

33

8

35

10

93

(7)

(34)

(5)

(35)

(9)

(90)

大学院 看護栄養学研究科
◆看護学専攻
試験種別

前期

後期

総　計

定員（名）志願者数 受験者数 合格者数 

8

8

0

4

4

(0)

(1)

(1)

0

4

4

(0)

(1)

(1)

0

4

4

(0)

(1)

(1)

◆栄養管理学専攻 博士前期課程
試験種別

前期

後期

総　計

定員（名）志願者数 受験者数 合格者数 

3

3

1

0

1

(0)

(1)

(1)

1

0

1

(0)

(1)

(1)

1

0

1

(0)

(1)

(1)

◆栄養管理学専攻 博士後期課程
試験種別

前期

後期

総　計

定員（名）志願者数 受験者数 合格者数 

2

2

0

1

1

(0)

(0)

(0)

0

1

1

(0)

(0)

(0)

0

1

1

(0)

(0)

(0)

大学院 助産研究科
試験種別

推薦

前期一般

前期社会人

後期一般

後期社会人

前期

後期

2月

総　計

定員（名）志願者数 受験者数 合格者数 

10

15

5

10

40

13

11

6

3

2

2

1

1

39

(7)

(12)

(8)

(1)

(1)

(4)

(2)

―

(35)

13

11

6

3

2

2

1

1

39

(7)

(12)

(8)

(1)

(1)

(4)

(1)

―

(34)

12

8

4

1

1

1

1

1

29

(6)

(11)

(6)

(1)

(1)

(4)

(1)

―

(30)

入学者数

0

4

4

(0)

(1)

(1)

入学者数

1

0

1

(0)

(1)

(1)

入学者数

0

1

1

(0)

(0)

(0)

入学者数

12

7

4

1

1

1

1

1

28

(6)

(8)

(6)

(1)

(1)

(4)

(1)

―

(27)

◆栄養学科
試験種別

指定校推薦

公募制推薦

社会人

一　般

センター利用

総　計

定員（名）志願者数 受験者数 合格者数 

45

30

10

85

5

54

3

103

62

227

(4)

(60)

(4)

(110)

(80)

(258)

5

54

3

102

62

226

(4)

(60)

(4)

(110)

(80)

(258)

5

40

0

41

16

102

(4)

(41)

(2)

(39)

(11)

(97)

入学者数

5

40

0

38

7

90

(4)

(41)

(2)

(32)

(6)

(85)

◆栄養学科（3年次編入）
試験種別 定員（名）志願者数 受験者数 合格者数 

5 8 (1) 8 (1) 5 (1)

入学者数

5 (1)

基
礎
分
野

教
育
分
野

※ （　）は昨年度の数字です

2011年8月25日（木）～9月22日（木）

※道民カレッジ連携講座 教養コース 7単位

募金活動を行う「葦の会」の学生たち
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　2010年度第20回専門看護師認定審査新規
認定者が発表され、本学大学院看護栄養学研
究科看護学専攻ホスピス・緩和ケア看護学コー
ス修了生2名が、「がん看護専門看護師」に認定
されました。
　本学大学院看護栄養学研究科看護学専攻ホ
スピス・緩和ケア看護学コースは、がん看護専門
看護師の教育機関として認定されています。
　また、本学看護学科の鹿内あずさ講師が、同
認定審査において「地域看護専門看護師」に認
定されました。

　「専門看護師」は「看護の専門領域におけるエキスパート」として
の資格であり、ある専門分野における学術的な知識にもたけたスペ
シャリストです。そして、「専門看護師」はその専門分野での「実践」
「相談」「調整」「倫理調整」「教育」「研究」の6つの役割を果たすこと
が求められます。
　「専門看護師」の専門看護分野として、現在10分野（がん看護、母
性看護、精神看護、慢性疾患看護、地域看護、急性・重症患者看護、老
人看護、感染症看護、小児看護、家族支援）があります。
　専門看護師になるためには、その専門看護分野ごとに日本看護
系大学協議会の認可を受けた大学院修士課程を修了していること
が必要です。

本学大学院修了生2名が「がん看護専門看護師」に認定されました

看護学専攻ホスピス・緩和ケア看護学コース

修養会（看護学科3年次）国際交流講演会

　2010年12月14日、本学体育館で学生委員会主催の「国際
交流講演会」が行われました。
　看護学科卒業生（2006年3月卒）で、国際協力機構（JICA）
の国際緊急援助隊（JDR）医療チームの一員として活躍されて
いる、近藤美智子さんを講師に、「国際支援を通して学んだこと
～報道されていない国際支援の現状から」というテーマで講演
が行われ、200名を超す在学生と教職員が参加しました。
　2010年1月に発生し、多数の死傷者を出したハイチ大地震
へ派遣されたときの体験を中心にスライドを使って講演が行わ
れました。その時の経験から、「相手のことを、その国の文化など
の『背景』も含めて考えること」、「被災地では資材の少ない中
で、あるものを代用する応用力が必要なこと」、「正しい情報を
取り、独りよがりにならないこと」、「声かけをしながらできるだけ
現地の言葉で話すように心がけていること」などについて語ら
れました。そして、学生時代からこれらのことを考えながら行動
することの重要性も語られました。
　

　学生からは、「国際医療支援を志したきっかけは？」「極限状
態の中で支えとなるものとは？」などの質問が寄せられ、最後
に、近藤さんから、「将来、天使大学の後輩の皆さんと一緒に国
際医療協力できることを楽しみにしています」とエールが送られ
ました。
 

卒業生の近藤美智子さんの講演が行われました

　2011年3月4日（金）に看護学科3年生の修養会が行われまし
た。「修養会」は講話やグループワーク、祈りの時間などを友人や
教員とともに過ごすことで、自己を見つめる、両学科・各学年で行
われている伝統行事です。今回、学生が企画・運営に携わり、「専
門職としての責任」という修養会のテーマも学生が決めました。
　兵庫医科大学病院看護部次長で急性・重症患者看護専門
看護師として活躍する宇都宮明美さんを講師にお招きし、講演し
ていただきました。2005年のJR福知山線脱線事故の際の状況
も語られ、「テレビでしか知らず、患者さんたちのその後のことが
わからなかったが、お話を伺って、とても衝撃的だった」、「『入っ
て間もない新人の看護師も、清拭など、自分ができることを精一
杯行ってくれた』という宇都宮さんの言葉から、今、学習している
一つ一つの大切さを実感した」など、学生は熱心に聞き入ってい
ました。
　その後のグループワークでは、臨地実習での経験を踏まえて

「責任ある行動をとるためには、
どうすればよかったのか」を話
し合い、グループ発表を行いま
した。「もし、みんなが同じ状況
に置かれたらどうしたか」という
問題提起も行われ、活発な質

疑応答となりました。「自分も実習で同じような経験をしている
ことがいくつもあり、気づかされる点が多かった」という感想も
聞かれました。
　今回、クラス委員として修養会に携わった4名の学生は、
「限られた期間で、実りある修養会にするためにどうすればよ
いか、4人で何度も話し合いを行いました。人任せにするので
はなく、委員としての「責任」も意識して行動できたと思います」
と振り返り、「修養会を終えて、看護の専門知識を身につける
ことは、『専門職としての責任』や『患者さんの安全』につな
がっているという意識
を強く持つことができま
した。日々の授業や実
習などこれからの1日1
日を大切にすごしたい
です」と今後への抱負
を述べてくれました。
　　　　

「専門職としての責任」をテーマに
学生主体で企画・運営

「
専
門
看
護
師
」に
つ
い
て

本
学
教
職
員
に
よ
る
リ
レ
ー
コ
ラ
ム

「ケンちゃん、フグを
   食べないでください！」

看護学科 講師　ケン・スレイマン

　なぜ私は日本が好きなのでしょう？私はアメリカ人

ですが、幼い頃から日本に興味がありました。父は、戦

後、海軍で佐世保にいました。また、祖父の兄はメリノー

ル宣教会の神父で、ヨセフ・ハント神父といいますが、

1930年代に京都、中国、韓国等の教会で働きました。

戦時中、日本にいるアメリカ人神父は帰国させられまし

たが、戦後すぐに大好きな日本に戻ったそうです。三重

県で仕事をし、92歳で東京の聖母病院で亡くなりまし

た。彼は「早く大きくなって日本で神父の仕事をしてくだ

さい」と書いた日本的なクリスマスカードを毎年送って

くれました。そして偶然にも20年後、神父として日本の

地に降り立つことになりました。

　これは運命だったと思います。父や大伯父からの話

で、日本に対し良いイメージを持っていました。神父に

なり、総会長から「どこで宣教したいですか？」と聞か

れ、すぐに「日本！」と答えました。出発の時、空港で父は

「日本を楽しんで！」母は「絶対、フグは食べないで！」と

言いました。大伯父からフグを食べて病気になる話を聞

いたからです。私は適当に「はい」と答えました。東京で日

本語の勉強をし、趣味で高田馬場の剣道場にも通いまし

た。友人とよくお好み焼きを食べたことは楽しい思い出

です。その後、室蘭へ行き、神父として働きました。ある

日、マリアの宣教者フランシスコ修道会のシスター和田

が東室蘭教会で講演をするために天使女子短期大学

（当時）からやって来ました。彼女に「短大の修養会を手

伝ってください」と頼まれ、天使大学との関係が始まりま

した。その後、ローマとアメリカで5年間勉強しました。そ

して当時の近藤潤子学長（現 学校法人天使大学理事長）

に出会い、2002年に教員として採用されました。

　それから10年近く経ちますが、最初は教員と同時に

学生になったような気持ちでした。私は天使大学での生

活をとおして学んだことが2つあります。1つは、分から

ない時は誰かに聞けばよいこと。そして、聞いたら誰か

がすぐに助けてくれることです。やはり天使大学は「love 

in action」です。さまざまな体験から「愛をとおして真理

へ」の精神を学びました。私と日本、そして天使大学の関

係は、「からくり箱」に似ています。開ける方法が分かれば

中の宝物を探すことができるのです。天使大学の宝物は

「愛」です。

　最後に、皆さんへお願いがあります。私は最近、すすき

のでフグを食べたので、母には内緒にしてくださいね。

宇都宮明美さんによる講話

グループ発表質疑応答の様子

講演する近藤美智子さん
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　2010年度第20回専門看護師認定審査新規
認定者が発表され、本学大学院看護栄養学研
究科看護学専攻ホスピス・緩和ケア看護学コー
ス修了生2名が、「がん看護専門看護師」に認定
されました。
　本学大学院看護栄養学研究科看護学専攻ホ
スピス・緩和ケア看護学コースは、がん看護専門
看護師の教育機関として認定されています。
　また、本学看護学科の鹿内あずさ講師が、同
認定審査において「地域看護専門看護師」に認
定されました。

　「専門看護師」は「看護の専門領域におけるエキスパート」として
の資格であり、ある専門分野における学術的な知識にもたけたスペ
シャリストです。そして、「専門看護師」はその専門分野での「実践」
「相談」「調整」「倫理調整」「教育」「研究」の6つの役割を果たすこと
が求められます。
　「専門看護師」の専門看護分野として、現在10分野（がん看護、母
性看護、精神看護、慢性疾患看護、地域看護、急性・重症患者看護、老
人看護、感染症看護、小児看護、家族支援）があります。
　専門看護師になるためには、その専門看護分野ごとに日本看護
系大学協議会の認可を受けた大学院修士課程を修了していること
が必要です。

本学大学院修了生2名が「がん看護専門看護師」に認定されました

看護学専攻ホスピス・緩和ケア看護学コース

修養会（看護学科3年次）国際交流講演会

　2010年12月14日、本学体育館で学生委員会主催の「国際
交流講演会」が行われました。
　看護学科卒業生（2006年3月卒）で、国際協力機構（JICA）
の国際緊急援助隊（JDR）医療チームの一員として活躍されて
いる、近藤美智子さんを講師に、「国際支援を通して学んだこと
～報道されていない国際支援の現状から」というテーマで講演
が行われ、200名を超す在学生と教職員が参加しました。
　2010年1月に発生し、多数の死傷者を出したハイチ大地震
へ派遣されたときの体験を中心にスライドを使って講演が行わ
れました。その時の経験から、「相手のことを、その国の文化など
の『背景』も含めて考えること」、「被災地では資材の少ない中
で、あるものを代用する応用力が必要なこと」、「正しい情報を
取り、独りよがりにならないこと」、「声かけをしながらできるだけ
現地の言葉で話すように心がけていること」などについて語ら
れました。そして、学生時代からこれらのことを考えながら行動
することの重要性も語られました。
　

　学生からは、「国際医療支援を志したきっかけは？」「極限状
態の中で支えとなるものとは？」などの質問が寄せられ、最後
に、近藤さんから、「将来、天使大学の後輩の皆さんと一緒に国
際医療協力できることを楽しみにしています」とエールが送られ
ました。
 

卒業生の近藤美智子さんの講演が行われました

　2011年3月4日（金）に看護学科3年生の修養会が行われまし
た。「修養会」は講話やグループワーク、祈りの時間などを友人や
教員とともに過ごすことで、自己を見つめる、両学科・各学年で行
われている伝統行事です。今回、学生が企画・運営に携わり、「専
門職としての責任」という修養会のテーマも学生が決めました。
　兵庫医科大学病院看護部次長で急性・重症患者看護専門
看護師として活躍する宇都宮明美さんを講師にお招きし、講演し
ていただきました。2005年のJR福知山線脱線事故の際の状況
も語られ、「テレビでしか知らず、患者さんたちのその後のことが
わからなかったが、お話を伺って、とても衝撃的だった」、「『入っ
て間もない新人の看護師も、清拭など、自分ができることを精一
杯行ってくれた』という宇都宮さんの言葉から、今、学習している
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「責任ある行動をとるためには、
どうすればよかったのか」を話
し合い、グループ発表を行いま
した。「もし、みんなが同じ状況
に置かれたらどうしたか」という
問題提起も行われ、活発な質

疑応答となりました。「自分も実習で同じような経験をしている
ことがいくつもあり、気づかされる点が多かった」という感想も
聞かれました。
　今回、クラス委員として修養会に携わった4名の学生は、
「限られた期間で、実りある修養会にするためにどうすればよ
いか、4人で何度も話し合いを行いました。人任せにするので
はなく、委員としての「責任」も意識して行動できたと思います」
と振り返り、「修養会を終えて、看護の専門知識を身につける
ことは、『専門職としての責任』や『患者さんの安全』につな
がっているという意識
を強く持つことができま
した。日々の授業や実
習などこれからの1日1
日を大切にすごしたい
です」と今後への抱負
を述べてくれました。
　　　　

「専門職としての責任」をテーマに
学生主体で企画・運営

卒業生インタビュー

　わたしは看護専門学校を卒業後、看護師として市立札幌病院の救命センターやクルーズ客船

「にっぽん丸」で経験を積み、35歳で天使大学3年次に編入学しました。当時の師長さんからも進

学を勧められ、人生を一回リセットして、「愛をとおして真理へ」という建学の精神による教えと幅

広い教養を身につけたいと思ったのです。天使大学は憧れの大学でした。看護師として人として、

内省する時間と支援をいただいた、そういう2年間でした。先生方からは、バランスよく考えること
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兄が世界の国々やボランティアについて話してくれたことが大きかったと思います。国際協力機構
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ハイチ大地震で緊急医療支援に参加
これからも世界の被災地へ駆けつけたい

国際緊急援助隊（JDR）登録看護師

杏林大学大学院　国際協力研究科国際医療協力専攻在籍

天使大学看護栄養学部看護学科2006年卒業　　　近藤 美智子さん
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「ケンちゃん、フグを
   食べないでください！」

看護学科 講師　ケン・スレイマン

　なぜ私は日本が好きなのでしょう？私はアメリカ人

ですが、幼い頃から日本に興味がありました。父は、戦

後、海軍で佐世保にいました。また、祖父の兄はメリノー

ル宣教会の神父で、ヨセフ・ハント神父といいますが、

1930年代に京都、中国、韓国等の教会で働きました。

戦時中、日本にいるアメリカ人神父は帰国させられまし

たが、戦後すぐに大好きな日本に戻ったそうです。三重

県で仕事をし、92歳で東京の聖母病院で亡くなりまし

た。彼は「早く大きくなって日本で神父の仕事をしてくだ

さい」と書いた日本的なクリスマスカードを毎年送って

くれました。そして偶然にも20年後、神父として日本の

地に降り立つことになりました。

　これは運命だったと思います。父や大伯父からの話

で、日本に対し良いイメージを持っていました。神父に

なり、総会長から「どこで宣教したいですか？」と聞か

れ、すぐに「日本！」と答えました。出発の時、空港で父は

「日本を楽しんで！」母は「絶対、フグは食べないで！」と

言いました。大伯父からフグを食べて病気になる話を聞

いたからです。私は適当に「はい」と答えました。東京で日

本語の勉強をし、趣味で高田馬場の剣道場にも通いまし

た。友人とよくお好み焼きを食べたことは楽しい思い出

です。その後、室蘭へ行き、神父として働きました。ある

日、マリアの宣教者フランシスコ修道会のシスター和田

が東室蘭教会で講演をするために天使女子短期大学

（当時）からやって来ました。彼女に「短大の修養会を手

伝ってください」と頼まれ、天使大学との関係が始まりま

した。その後、ローマとアメリカで5年間勉強しました。そ

して当時の近藤潤子学長（現 学校法人天使学園理事長）

に出会い、2002年に教員として採用されました。

　それから10年近く経ちますが、最初は教員と同時に

学生になったような気持ちでした。私は天使大学での生

活をとおして学んだことが2つあります。1つは、分から

ない時は誰かに聞けばよいこと。そして、聞いたら誰か

がすぐに助けてくれることです。やはり天使大学は「love 

in action」です。さまざまな体験から「愛をとおして真理

へ」の精神を学びました。私と日本、そして天使大学の関

係は、「からくり箱」に似ています。開ける方法が分かれば

中の宝物を探すことができるのです。天使大学の宝物は

「愛」です。

　最後に、皆さんへお願いがあります。私は最近、すすき

のでフグを食べたので、母には内緒にしてくださいね。

宇都宮明美さんによる講話

グループ発表質疑応答の様子

講演する近藤美智子さん
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　2011年2月7日（月）～13日（日）まで開催され
た「さっぽろ雪まつり」（大通会場：7丁目 HBC
北京広場）で、天使大学「北の食物研究所」の
学生が販売ブースを設け、学生たちが考案した
「熱 じ々ゃが牛おやき」や「坦 （々たんたん）スー
プ」を限定販売しました。このブースは北海道産
牛肉をPRする販売ブースとしてホクレンから委
託されたもので、「美味しい」「芯からあったまる」
と、売り切れが出るほどの好評さでした。

　20 1 0年1 2月4日
（土）、札幌市立美香保
小学校（北18条東6丁
目）で開催された「美香
保サイエンススクール
-10-」で本学栄養学科
の学生が体験型の模擬
授業を行いました。
　このイベントには、同校で月1回行われている「土曜美香保ス
クール」で学習ボランティアを行っている、栄養教諭の教職課程
を履修中の学生が中心に参加し、「ドキドキ！わくわく♪小麦粉
の科学」と題して模擬授業を行いました。まず、身近な小麦粉を

使った食べ物についてみんなで考え、その後、
水と一緒に練った小麦粉を、水の入ったボウル

の中で揉み、粘り気のあ
るかたまりが残りました。
そのかたまりのもとであ
る「グルテン」を形成する
たんぱく質の量の違い
が、強力粉、中力粉、薄
力粉の違いになることを
学びました。最後に、種

類の異なる小麦粉で作られた2種類のパウンドケーキを試食
し、食感の違いを体感しました。
　当日は、たくさんの児童が参加し、参加した児童たちは、「こっ
ちのケーキの方がしっとりしている」、「味は変わらないのに、食
べた感じが違う」など、小麦粉の違いについて、体感しながら学
んでいました。
 

　コンビニエンスストア「ローソン」の北海道内の店舗で、2月8
日～21日まで「札幌の女子大生がつくったお弁当」が発売され
ました。この商品開発に本学の柿添理代さん、鈴木絵里さん（と
もに栄養学科3年）も参加しました。

　お弁当は、札幌市と株式会
社ローソンによる「さっぽろまち
づくりパートナー協定」に基づ
き、食育事業の協働として企
画されたもので、ヘルシーであ
りながらボリューム感もあり、メ
タボリックシンドロームや生活

習慣病が気になる男性におすすめのお弁当というコンセプトで
つくられたヘルシー弁当です（629kcal、498円）。2010年7月よ
り数回にわたり開発会議が行われ、「札幌市食育学生ボラン
ティア」として登録している学生の中から、6名の女子大生が参
加し、若い視点を入れた弁当の開発に挑戦しました。各学生が
考案した料理から3種類の候補を選択し、実際に試作や試食
を行いました。
　柿添さん、鈴木さんの2人は、今回の商品開発に参加するこ
とで、大量調理作業の観点からメニューを考えなければならな
いこと、また、例えば野菜について、お弁当を電子レンジで温め
ることを考え、彩りに気をつけなければならないなど、コンビニ
弁当ならではの難しさやお
もしろさも学びました。そし
て、実際に管理栄養士とし
て活躍する札幌市保健所の
方からいろいろとアドバイス
をいただいた経験が、将来
の目標を考える上でも良い
きっかけとなったそうです。

「北の食物研究所」が
さっぽろ雪まつりに出店しました

　2011年3月15日に卒業証書・学位記授与式が天使大学体
育館で執り行われ、大学院看護栄養学研究科栄養管理学専
攻博士後期課程の初めての修了生2名に、丸山知子学長より
学位記（博士（栄養学））が授与されました。栄養管理学専攻
博士後期課程は博士前期課程等で習得した知識と技術に立
脚し、人間栄養学の特定の課題について、自立して研究する
能力を持ち、リーダーとして社会に貢献できる教育・研究者を
養成するため、北海道で初めて、2008年4月に設置されました
（定員2名、修業年限3年）。

大学院看護栄養学研究科栄養管理学専攻博士後期課程で
初の修了生が誕生しました

栄養管理学専攻博士後期課程 学生サークル「北の食物研究所」

栄養学科学生が美香保小学校で
模擬授業を行いました

小学校で体験型模擬授業

栄養学科学生が開発に参加した
お弁当が発売されました

「札幌の女子大生がつくったお弁当」

　本学大学院看護栄養学研究科栄養管理学専攻博士前期課程
2010年3月修了生の米代武司さんが、修士論文の内容の一部を
北米肥満学会誌Obesityに原著論文（Brown Adipose Tissue, 
Whole-Body Energy Expenditure, and Thermogenesis in 
Healthy Adult Men（健康成人の褐色脂肪組織とエネルギー消
費、熱産生））として発表し（Obesity 2011; 19:13-16）、優秀論文
に選ばれました。
　2010年10月8日に米国カリフォルニア州サンディエゴ市で開催さ
れた第28回北米肥満学会総会で表彰されました。

大学院修了生が発表した論文が北米肥満学会誌で
優秀論文に選ばれました

修了生が北米肥満学会誌で優秀論文に選ばれる

「札幌の女子大生がつくったお弁当」

丸山学長より学位記を授与される修了生

米代武司さん
開発に携わった鈴木さん（左）と柿添さん

※「北の食物研究所」は、道産食材を使っ
たレシピの考案や生産者の方 と々の交流な
どの幅広い活動を行っている栄養学科の
学生を中心とした研究系のクラブです。

【学位論文題目】
・会田 さゆりさん：「ヒトでの食後熱産生と褐色脂肪組織」
・清水 真理さん  ：「メタボリックシンドローム危険因子からみた食行動変容の構造と病態改善の関係」
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第11回天使大学看護栄養学部公開講座を
開催しました

　「いのちみつめて―誰もが暮らしやすい社会とは―」をテーマ
に、2010年8月25日（水）～9月22日（水）まで5回に渡り、第11回
天使大学看護栄養学部公開講座が開催されました。 ｢いのちみ
つめて｣シリーズは今回で5年目を迎え、これまで、｢老い｣や｢病｣と
ともにある人々はこの社会に何を求めているのかについて、参加
者とともに考えてきました。今回は、そうした人たちが｢暮らしやす
い社会｣のあり方について、さまざまな視点から捉え、身近な問題
を解くカギをみなさんとともに見出したいとの目標にもとづき行わ
れました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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助産研究科

　赤ちゃんが生まれ、新しい家族関係を築いたり、初めての育
児、あるいは2人、3人の子どもの母親となることの責任を感じ
て、頑張りすぎたり、育児に自信がなくなってしまったり…。そん
なお母さんたちのために、看護栄養学部と大学院助産研究科
の教員が何かお役に立ちたいとの思いから、子育て支援サロ
ン「アンジェ」（代表：大学院助産研究科 今崎裕子准教授）を
立ち上げ、第1回目を2009年11月に開催し、これまでに4回開
催しています。ちなみに、「アンジェ」とはフランス語で「天使」を
意味します。
　産後1ヶ月位から6ヶ月位までのお母さんと赤ちゃんを対象
に、普段の家事や育児についての悩みや相談、家族のこと、日
常生活のことなどについて、なんでも話したりしてリラックスして
過ごせるひと時となることを目的にしています。「ハーブティを用
意した茶話会」のほか、「絵本の読み聞かせ」、「親子で楽しめ
る遊び」、管理栄養士が考えた「大人の食事から工夫する離乳
食」の紹介などを行っています。お母さんがサロンに参加してい
る間、赤ちゃんは助産と小児看護分野の教員と学生がお預か
りします。

地域で頑張る女性への子育て支援
　天使大学の子育て支援サロン「アンジェ」の取り組み

子育て支援サロン「アンジェ」

　参加したお母さんからは、「同じ年頃の子育てしているお母さ
んたちと交流ができ、また、離乳食のレシピやアレンジなどがと
ても参考になりました。子どもを預かってもらって、安心しながら
参加できるので、とても良かったです」という意見や「いつも子
どもと一緒の生活なので、ほんの少しの間ででも自由な時間を
作っていただけたことに感謝しています」、「最近、家族以外の
大人と話をする機会があまりなかったので、いろいろ相談させ
ていただき、日ごろのストレスが発散できました」などの意見が
寄せられ、とても満足していただいています。

「茶話会」の様子

サロン中は教員と学生が赤ちゃんをお預かりします

大人の食事から工夫する離乳食の紹介

「離乳食のしおり」と食事例

天使大学は小児看護学、管理栄養学、助産学の教育
を通して、子育て支援にも貢献しています。「アン
ジェ」に関する情報は子育て支援サロン「アンジェ」

ホームページ
http://anjye.tenshidaigaku.net/

でご確認いただけます。
 

回 日程 題　目
大人のAD／HDの理解―暮らしのノーマライゼーション―
女性の健康と暮らし
生き物から学ぶ思いやりの心
サプリメントの正しい理解について
暮らしと信仰 

講　師
北海道大学大学院教授 田中　康雄 氏
本学学長　  丸山　知子 教授
元円山動物園長 長尾　章郎 氏
本学栄養学科長 荒川　義人 教授
札幌教区管理者 菊地　　功 司教

第1回
第2回
第3回
第4回
第5回

8月25日(水)
9月　1日(水)
9月　8日(水)
9月15日(水)
9月22日(水)

成宮寛貴さんによる
講演会が開催されました

　2011年1月25日（火）に俳優として活
躍されている成宮寛貴さんをゲストに迎
え、学生会「葦の会」主催による講演会が
体育館で行われました。「Dreams come 
true 2」と銘打ったこの講演会で、成宮さ
んが俳優になったきっかけや、今、成宮さ
んが目指すものなどについて語っていた
だいたほか、看護師、保健師、管理栄養
士、助産師の国家試験を控えた学生たち
にエールも送っていただきました。
　最後に、成宮さんが感銘を受けた「明
日死ぬと思って生きなさい。永遠に生きる
と思って学びなさい」というマハトマ・ガン
ジーの言葉も紹介していただきました。当
日は、大勢の在学生が参加し、とても大盛
況の講演会となりました。

講演する成宮寛貴さん
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T E N S H I  C O L L E G E

　昨年4月に学長職を拝命して、はや1年になります。これまで、天使大学が社会に貢献する看護職および管理栄養士の専門職業
人育成を掲げる大学教育機関として、今後どうあるべきかを見据えながら現状について見直しを行って参りました。まだ十分な検討
に至っておりませんが、今年度も引き続き検討し、新しい課題に向かって教職員一同力を合わせて努力して参りたいと思います。大
学の主役は学生であり、彼らが現代および将来、社会で活躍できる人間としての成長と職業人としての能力を培うために大学環境
を整えなければなりません。そのためにも、社会や大学を取り巻く国内外の情勢を的確に把握し、学生のニーズと専門職に期待され
ている社会のニーズに沿った大学教育でありたいと考えます。
　本学の教育環境の根底には、いつも創設者であるシスター達の「弱い立場や病める人達への献身的な愛の精神」があります。そ
のことを意識し、その深奥を探求しつつ継承していきたいと思います。2011年3月11日の世界最大級の東日本大震災の悲惨な状
況は今も続いております。この痛ましい出来事を通して、自分の命は自分だけのものではないことを実感せずにはいられません。そし
て、命に直結する職業人を育成する本学の使命は、シスター達のゆるぎない大きな愛の精神を礎に知識と技術の修得を目指すもの
でありたいと考えております。
　新年度は、昨年度に引き続き本学の特色を生かした教育課程の内容と将来の方向性を明確にし、実践可能な課題から取り組
んでいきます。例えば、学部共通プログラムの検討や栄養学科学生と看護学科学生の合同による、健康や病気に対する食事レシピ
集等、学生主体の事業を積極的に取り入れたいと考えております。教育にとって最も大切なことは、学生一人ひとりの能力をどこま
で、どのように引き出せるかです。学生の限りない可能性の芽をつぶすことなく、将来、大きな木に成長できるように育てる教育環境
でありたいと考えます。そして、そのためにも、教職員全員は各々が成長し続けようとする気持ちを持ち続けることを忘れてはならない
と思っております。
　2011年度は昨年度継続の課題およびさらなる現状分析を基に、学生の学習環境の整備、学生の経済的支援の在り方、各委員
会機能の活発化、組織の透明性や積極的な情報公開等を中
心に、学生、後援会、同窓会、そして大学関係者の皆様方のご
意見を頂きながら内外両面から検討して参りたいと考えており
ます。
　2011年3月15日の卒業証書・学位記授与式当日、学生会
「葦の会」（代表：菊地翔平（看護学科3年））は、東日本大震災
への募金活動を行い、ご出席くださいましたご家族の方々から
多くのご協力を頂きました。そして、この活動は4月4日の入学式
当日（新代表：古谷開都（栄養学科2年））も行われました。この
ように学生達が自ら「出来ることから行動する」力によって、社会
に、他者のために役立つことを支える教育環境づくりに取り組
んでいきたいと考えております。

「創設者の精神の継承と大学教育の充実に向けて」　　

天 使 大 学　　学 長   丸 山 知 子

学長メッセージ

天使大学報「天使」では、読者のみなさまの声を生かした誌面づくりを目指しています。
ご意見、ご感想、取り上げてほしい話題等ございましたら、下記あて先までお寄せください。
〒065-0013　北海道札幌市東区北13条東3丁目1-30　天使大学広報委員会　　tel　011-741-1051　fax　011-741-1077

第17号　2011年4月28日　　発行　天使大学広報委員会　　年2回発行（秋、春）

あなたの声を
お聞かせください

あて先

天使大学
看護栄養学部／看護学科・栄養学科
大学院／看護栄養学研究科
　　　　助産研究科（専門職学位課程） http://www.tenshi.ac.jp

2011年度 天使大学・大学院入学試験結果

今後の行事等の日程（5月から9月）

主催：天使大学、北海道薬科大学
後援：札幌市教育委員会、財団法人北海道生涯学習協会
※2011年度より北海道薬科大学と連携して公開講座を行います。詳細情報に
ついては、天使大学ホームページにてご確認ください（後日、掲載予定です）。

2011年度公開講座のお知らせ

17日（火） 合唱コンクール

17日（金）・18日（土）  　天使祭
18日（土） 第1回オープンキャンパス

  1日（月） 第2回オープンキャンパス（看護学科）
  2日（火） 第2回オープンキャンパス（栄養学科）

第12回天使大学・北海道薬科大学連携公開講座（全5回）

テーマ：「いのちみつめて
　　　―暮らしを良くするヒント―」
日程
（予定）

5月

6月

8月

看護栄養学部
◆看護学科
試験種別

指定校推薦

公募制推薦

社会人

一　般

センター利用

総　計

定員（名）志願者数 受験者数 合格者数 

40

37

10

87

7

41

29

354

117

548

(7)

(71)

(30)

(362)

(191)

(661)

7

41

29

350

117

544

(7)

(70)

(30)

(359)

(191)

(657)

7

33

9

61

27

137

(7)

(34)

(6)

(60)

(23)

（130)

入学者数

7

33

8

35

10

93

(7)

(34)

(5)

(35)

(9)

(90)

大学院 看護栄養学研究科
◆看護学専攻
試験種別

前期

後期

総　計

定員（名）志願者数 受験者数 合格者数 

8

8

0

4

4

(0)

(1)

(1)

0

4

4

(0)

(1)

(1)

0

4

4

(0)

(1)

(1)

◆栄養管理学専攻 博士前期課程
試験種別

前期

後期

総　計

定員（名）志願者数 受験者数 合格者数 

3

3

1

0

1

(0)

(1)

(1)

1

0

1

(0)

(1)

(1)

1

0

1

(0)

(1)

(1)

◆栄養管理学専攻 博士後期課程
試験種別

前期

後期

総　計

定員（名）志願者数 受験者数 合格者数 

2

2

0

1

1

(0)

(0)

(0)

0

1

1

(0)

(0)

(0)

0

1

1

(0)

(0)

(0)

大学院 助産研究科
試験種別

推薦

前期一般

前期社会人

後期一般

後期社会人

前期

後期

2月

総　計

定員（名）志願者数 受験者数 合格者数 

10

15

5

10

40

13

11

6

3

2

2

1

1

39

(7)

(12)

(8)

(1)

(1)

(4)

(2)

―

(35)

13

11

6

3

2

2

1

1

39

(7)

(12)

(8)

(1)

(1)

(4)

(1)

―

(34)

12

8

4

1

1

1

1

1

29

(6)

(11)

(6)

(1)

(1)

(4)

(1)

―

(30)

入学者数

0

4

4

(0)

(1)

(1)

入学者数

1

0

1

(0)

(1)

(1)

入学者数

0

1

1

(0)

(0)

(0)

入学者数

12

7

4

1

1

1

1

1

28

(6)

(8)

(6)

(1)

(1)

(4)

(1)

―

(27)

◆栄養学科
試験種別

指定校推薦

公募制推薦

社会人

一　般

センター利用

総　計

定員（名）志願者数 受験者数 合格者数 

45

30

10

85

5

54

3

103

62

227

(4)

(60)

(4)

(110)

(80)

(258)

5

54

3

102

62

226

(4)

(60)

(4)

(110)

(80)

(258)

5

40

0

41

16

102

(4)

(41)

(2)

(39)

(11)

(97)

入学者数

5

40

0

38

7

90

(4)

(41)

(2)

(32)

(6)

(85)

◆栄養学科（3年次編入）
試験種別 定員（名）志願者数 受験者数 合格者数 

5 8 (1) 8 (1) 5 (1)

入学者数

5 (1)

基
礎
分
野

教
育
分
野

※ （　）は昨年度の数字です

2011年8月25日（木）～9月22日（木）

※道民カレッジ連携講座 教養コース 7単位

募金活動を行う「葦の会」の学生たち


